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人は魅力的に感じる風景を写真により切り取りSNSに投稿する時代にあると考える.本研究では,写真を

主な投稿としたInstagramというSNSから写真を収集し,都市で何が切り取られ,またどのような距離感で撮

影されたのかに着目しSNSに投稿された大阪の都市を4タイプに分類し考察を行い,また都市風景と共に人

物を収める際に二つのバランスについて面積割合を求めることで傾向を分析した. 
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１．はじめに 
	

(1)研究背景・問題意識 

古くから人は,魅力的に感じる風景を写真やスケッチに

より切り取ってきた.近年では,スマホなどの携帯電話を

始めとした撮影機器により写真撮影は更に身近な行為と

なり,また,SNS の急速な普及に伴い,撮影した写真を SNS

で「発信」「収集」「共有」する傾向が強く見られる 1).

一般に SNS の中でも,Instagram は写真を主な投稿とした

サービスであり(表-1),その広まりは「インスタ映え」注

1)が流行語に選ばれるなど明らかであり,それと共に人々

の行動は写真撮影に影響すると考えられる.	

また近年では,インバウンド観光による経済活性化や自

国のアイデンティティ醸成 2)などが注目され,観光を産

業の主軸とした魅力的・個性的なまちづくりが全国的に

取り組まれている3)4).このような時代背景の中で,まちの

アイデンティティを内包した魅力的で人の印象に残る風

景,すなわち写真撮影が行われるような都市風景は重要

な観光資源であり,創出が求められている.	

	

	

	

(2)目的 

本研究では,研究対象地である大阪において Instagram

に投稿される都市風景写真では「何が」撮影されている

かを明らかにし,また得られた写真から,撮影の対象物と

撮影者の距離感に着目した「写真の撮られ方」について

分析を行うことで,今後の都市風景の創出の際一助とな

ることを目的とする.	

	

(3)研究の位置づけ 

写真や画像等を使って都市イメージを調べる景観研究

は多い 6).雑誌の掲載写真から都市場景を捉えた研究 7),

ガイドブックの掲載写真から欧米の都市景観をみた研究
8),明治・幕末期の絵葉書を用いて行った文化的景観に関

する研究9)など多くあるが,近年ではSNSの普及・流行に

伴ってSNSに投稿された写真の重要性が高まっていると

考えられる.しかし,SNS を用いた研究では Facebook を用

いた場所の特徴の研究 10)があるが,写真を主な投稿とし

たInstagramで研究を行っているものはまだ少ない.本研

究では,Instagramから研究資料となる写真を収集する.	

	

(4)研究対象地 

都道府県別訪日外国人観光客数11)が1位であり近年観光

地としての注目度は高く多くの外国人観光客に訪れられ

ている大阪を研究の対象地とする. 
	

	

2．研究対象写真の収集とその結果 

	

(1)研究対象写真の収集 

	対象写真の条件と収集方法、また得られた写真全体に

表=1:代表的SNSの特徴5)	
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おける各項目の写真の(図-1に①②③で示す)割合を示す.	

	

 

(4)撮影エリア別投稿数 

収集した写真のうち投稿数が二以上の撮影エリア(類

似した複数の位置情報をまとめ本研究で設定.)ごとの投

稿数は,図-2 のような結果になったことを示す.	大阪城

に引き続き USJ と道頓堀が同数であり,上位三エリアの

投稿数が全体のうち大きな割合を占める結果となった.	

	

3．研究対象写真の分析による撮影タイプの分類  

 

(1)被写体割合調査 

撮影の対象としてうつされた被写体について,各撮影エ

リアでは「何が」撮られているかとその割合を調査した.

更に投稿数が 30 を超えていた上位 4 エリアについては

収集したエリアの写真のうち,各被写体と人物が一緒に

写った写真(本研究では人物写真と呼ぶこととする.)が

撮られた割合も調査した(図-3,6).	

 
 

(2)視点場・視線調査 

被写体割合分析より得られた被写体とその撮影場所(視

点場),撮影方向(視線)を調査し(図-4),撮影時のカメラ

と被写体の距離感を把握することで,写真が「どのよう

に」撮影されているかを分析した(図-6).	

 
 

(3)撮影パターンの分類 

これらの分析より,a)エリアで撮影される代表的な被写

体,b)距離に着目した視点場パターンという二つの指標

が得られ,撮影エリアを四タイプに分類した(図-5,6).	

	

図-1:研究対象写真の条件・収集方法・割合	

図-2:撮影エリア別投稿数	

図-3:被写体割合調査の方法	

図-4:視点場・視線調査6)	

図-5:撮影パターン	
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 図-6:上位10エリア注2)における調査・分析結果と代表写真	
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4.人物写真の分析	

 

(1)ランドマークと人を捉えた人物写真 

	 各撮影エリアでの被写体割合分析,視点場・視線分析

から,大阪城やグリコ,HEP	FIVEの観覧車などを捉えた写

真が多く見られ,写真撮影においてのランドマークの重

要性が感じられた.また,一緒に人物が写っている写真は,

ガイドブックなどから得ることができる写真とは違い,

利用者が直接投稿をする Instagram を含め SNS で得られ

ることが多い特徴的な写真である.本研究においても人

物と共に都市の中のランドマークを写した写真を収集す

ることができ,	投稿数が30を超える上位4エリアから人

物を含む写真が見られた「大阪城」「道頓堀」「USJ」

エリアにおいて,被写体割合分析で明らかとなった被写

体をランドマークとして,	人物写真の人物とランドマー

クの大きさ(画像面積)に着目して分析した(図-7).	

	

 (2)分析方法 

研究対象写真の「①画像全体」「②ランドマーク」

「③人物」のそれぞれのピクセル数,	写真全体に占める

ランドマークの面積割合,人物の面積割合,ランドマーク

と人物の面積比を調査した.③人物については,複数人写

っている場合は一人当たりのピクセル数を算出する. ラ

ンドマークと人物の面積比は人物を１とした時にランド

マークの面積が幾つになるかを示すものとする.これら

より,各エリアのランドマークにおける人物写真の撮影

方法を,面積割合から距離感にも着目した分析を行う.	

(3)分析結果 

	 大阪城では対象写真 55 枚のうち 18 枚の人物写真,グ

リコでは対象写真 40 枚のうち 14 枚の人物写真,ホグワ

ーツ城では対象写真14枚のうち3枚の人物写真,地球儀

では対象写真10枚のうち6枚の人物写真が得られた.そ

れぞれのエリアにおけるランドマークの視点場・視線分

析の結果,撮影場所の偏りがあるという結果が得られた

ことから,ある程度撮影場所は制限されると考えられる

が,大阪城では「大阪城:人物」をおおよそ「0.5〜1.5：

1.0」の割合で,道頓堀のグリコでは,四角い形状の看板

をグリコとしてピクセル数を計算すると,「グリコ:人物」

をおおよそ「0〜1.0：1.0」の割合で収める傾向にある

ことがわかった.図-7 からも大阪城とグリコでのランド

マーク比率は2.0までにほとんどが分布しいることがわ

かり,これより,街のランドマークを人物と撮影する際に

は人物の面積割合と同じくらいかその前後に収める傾向

にあると考えられる.しかし、USJなどのテーマパークや

レジャー施設など,写真撮影を想定したランドマークづ

くりに加え,その撮影場所の確保,またランドマークの周

りの写真に映り込む背景については植栽など主要となる

被写体の邪魔にならない考慮がされていることが多く	,

人物とランドマークを映す場合人物の大きさの約6.5倍

前後程大きくランドマークを捉える傾向にあることがわ

かった.以上より、各要素を写真に収める際のバランス

を確保するために重要であるのが「カメラ」「人物」

「ランドマーク」の距離感であり,ランドマークから離

れてランドマークを小さく捉える際には人物が大きくな

図-7:人物写真における人物とランドマークの面積割合	
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ってしまうことが多いが,カメラと人物の距離を離すこ

とで「人物」「ランドマーク」共に小さくすることが可

能でバランスを保つことができる.	

	

	

5．研究のまとめ 

 

(1)研究結果のまとめ 

本研究で得られた撮影エリアを,被写体割合分析と視点

場・視線分析より類似した撮影タイプに分類した結果,

大阪城やスカイビルなど複数の視点場パターンを持つ一

つのシンボル的存在を有するシンボルタイプ,道頓堀や

新世界などの,視点場被写体共に一つに偏りランドマー

クと周りを含めた風景としてのイメージが強い商店街タ

イプ,大阪駅など複数の視点場パターンを持つランドマ

ークとなる被写体を複数有する都会駅前タイプ,	USJ や

天保山などの視点場が決まる複数の被写体を持つ写真撮

影を想定したレジャー施設タイプの四タイプに分けるこ

とができた.人物写真では,人物とランドマークの面積が

1:1前後になるよう写す撮影方法が多いことがわかった.

ただし,撮影を想定した被写体とその視点場づくりを行

っていると思われるレジャー施設などにおいてはランド

マークを大きく捉える傾向にあることがわかった.	

以上より,レジャー施設や駅前などではランドマークと

なる被写体を複数作ること,商店街などは被写体と周り

の風景の一体感を創出することを考えることなどが考え

られる.被写体は,人物と撮影する際に人物と 1:1 前後で

収めることができるような配置や視点場となり得る場所

との距離感を考慮することで,被写体に対する写真撮影

という行動を増加させることに効果的である考えられる.	

 

(2)SNSを用いた研究の可能性 

	 本研究では対象地を大阪として研究を進めてきたが,

位置情報を変更することで他都市や海外,大阪城など更

に限定的な範囲での写真を得ることができる.また,情報

を収集するだけでなく発信することが可能で,Instagram

から情報の拡散をすることで広報活動を行うことができ

る.世界中の人が撮った写真を SNS で発信・共有する近

年,SNS 利用方法は様々であり,今後研究においても広く

活用されることが期待できる.	
 
	

注釈 

注1)	2017年の流行語対象に選ばれた言葉で,Instagramに投稿	

した写真やその被写体などに対して見映えが良いという	

意味で用いられる表現。Instagramと写真映えを合わせた	

造語.	

注2)	上位10エリア(図-2)の内,御堂筋は撮影された位置が定ま

るものがなく被写体・視線調査ができないため除く.	
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